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東北労働金庫「ろうきん地域貢献ファンド」 ２００７年度 

Ｂコース（ 備品購入応援コース ） 助成事業報告書 

 

１９年 １２ 月 ２５ 日 

 

団体名（ふりがな） ﾄｸﾃｲﾋｴｲﾘｶﾂﾄﾞｳﾎｳｼﾞﾝ  ｸﾘﾊﾗｶｯｾｲｶﾈｯﾄ 

          特定非営利活動法人 くりはら活性化ネット 

                    ﾘｼﾞﾁｮｳ  ｵｲｶﾜ  ﾋﾃﾞﾐ 

                    理事長 及川 秀美 

購入物品名         団体ユニホーム 

連絡担当者お名前（ふりがな） ﾐﾂﾂﾞｶ  ｹｲﾉｽｹ 

          事務局長 三塚 敬之助 

          

 担当者 電話           ＦＡＸ   

  

     E-Mail   

 

書式３ 
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● 助成金を使って購入した物品の活用状況 

   

【購入した物品】 団体名入りユニホーム 

         助成事業で購入 ２０着 

         会員個人購入  １８着 

       ※写真は別紙に貼付 

  

【物品の活用状況】 

    

平成 19 年 10 月 12 日 くりはら 元気発見コンテスト２次審査会 

                市民活動団体を支援する目的で、栗原市が本年度から 

              スタートした事業であり、２次審査会プレセンに役員 4 名 

              がユニホームを着用して参加し賞金５万円を取得した。             

平成 19 年 10 月 21 日 みやぎ地域づくり団体協議会くりはら支部交流会 

              毎年開催される交流会で、映画「東京タワーロケ地」の 

              見学とボランティアガイドとの交流会、「くりこま高原自

然学校」佐々木豊志氏の講話を聞き意見交換を行ったが、

会員 9 名がユニホームを着用し参加した。 

    平成 19 年 10 月 29 日 ＮＰＯマネジメントセミナー 

              「行政と市民活動団体とのパートナーシップセミナー」に 

              会員 3 名がユニホームを着用し参加した。 

    平成 19 年 10 月 30 日 第２回ふれあい芸能まつり～至福のひとときを貴方に～ 

              社会福祉施設の入所者・通所者・身体障害者約 200 名を 

無料招待したイベントに、役員と会員 8 名がユニホームを

着用しスタッフとして参加した。 

    平成 19 年 11 月 2 日、７日、８日、９日 

              本年度から社会貢献事業としてスタートした秋期環境 

美化を官民産協働で実施したが、会員多数がユニホームを  

着用し花苗の植え付け作業をした。 

・花苗植栽 栗原市役所、栗原文化会館通り 

                    国道４号線、社会福祉施設の遊休花壇    

              ・植栽数量  パンジー・葉ボタン等約 1700 本 

              ・参 加 者  会員延べ 34 名、市役所職員 14 名   

                    福祉施設職員 6 名 近隣店舗社員 5 名  

   平成 19 年 11 月 28 日 社会福祉施設慰問 

              ふれあい芸能まつりで要望された、栗原市一迫の特別養護

老人ホーム｢山王｣と築館のデイサービス「栗の実」で、 

              民謡・歌謡・舞踊・ハーモニカ演奏で施設慰問したが、 

役員と会員 5 名がスタッフとして●ユニホームを着用し 

参加した。 

    平成 19 年 12 月 2 日 みやぎ地域づくり団体協議会栗原支部視察研修会 

                           登米市の「全国はっとフェスティバル」と地元コミュニテ

ィ推進協議会との交流会に、会員 5 名がユニホームを着用

し参加した。 

 

      ※ 写真は別紙に貼付 
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● 今回の物品購入によって、団体の活動や地域社会にどのような成果・効果が 

あったか。 

 

 ユニホームの個人購入は１０着と想定していたが、最終的に１８着になった。 

ユニホーム作成した直後の事業や各種イベントには、事務局が備品のユニホーム 

を持参し着用をお願いしたり、個人購入者にはユニホームを着用して参加するよう要

請していたが、最近はほとんどの参加者が着用する習慣がつき、購入しなかった会員

は事前に借用の申し入れがあるようになった。 

 又地元新聞に、当法人会員がユニホーム着て活動している写真と記事が掲載され 

たり、活動中に市民から「くりはら活性化ネットの方ですね。ご苦労様」と声をかけ

られるようになり、地域での認知度が高まったと思われる。 

 又会員もユニホームを着ることで、プライドと責任を背負っている自覚が生まれ 

活動の一体感が高まったように感じられる。 

 

 
● 今回購入した物品を活用して、今後、事業をどのように展開するか。 

     また、その際に必要なものは何か 

   

  本年度の残事業は、①くりはら環境美化ネットワーク設立準備会、②同設立総会 

 ③第２回先進地視察研修会、④出前講座（宮城県、栗原市）、⑤高齢者の健康講座、 

 ⑥中山間地との交流とイベント開催などであるが、その都度ユニホームを着用して、 

くりはら活性化ネットの存在と活動を地域にアピールして行きたい。 

  又イベントの時に必要と考えているのは、会場の目印と雰囲気作りに約立つ昇り旗

である。 

ユニホーム作成後に追加購入希望者があったが、数量がある程度まとまったら 

再作成することとし、当面備品のユニホームを貸与することとしたい。 

 

● 助成金の使途内訳 

収入の部   

項       目 金額（円） 内     訳 

ろうきん地域貢献ファンド助成金 50,000 ユニホーム作成20着×＠2,500 

ユニホーム個人購入負担金 27,000 18着×＠1,500 

    〃    助成金 18,000 18着×＠1,000 

合    計 95,000  

 

 
 

支出の部   

項       目 金額（円） 内      訳 

ユニホーム購入 95,000 38着×＠2,500 

合    計 95,000  
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＜ろうきん＞へのメッセージ 

おかげ様で念願のユニホームができました。 

助成申請時には備品に該当するか半信半疑でしたが、採択されて役員・会員共々 

喜んでおります。本当にありがとうございました。 

くりはら活性化ネットは設立 3 年目で、会員は 51 名、年会費 13 万円程度でその 

ほとんどは管理費に費やされますので、大きなイベント開催や備品購入には助成金と寄付金が頼りに

なります。 

 今後とも市民活動団体へのご支援をよろしくお願い申し上げます。 

 
 
 

 


